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結 核 專 門 雑 誌

TheAmericanReviewofTuberculosisVol.XXXV.No.1.1937.

白 人 ・亜 米 利 加 印 度 人 ・黒 人 二 於 ケ ル 結 核 症 ノ簡 軍

ナ 比 較

EsmondR.Long(TheHenryPhippsInstitute,Uni-

versityofPennsylvania,Philadelphia.Penn6ylvania.)

ABriefComparisonofTuberculosisintheWhite.

IndianandNegroRaces

墨 西 壽 二 於 ケ ル 結 核 症 ノ 人 種 的 観 察

DonatoG。Alarcon(theTuberculosisSanatoriumof

th(・PublicWelfareofMexico,MexicoCity)Racial

AspectsofTuberculosisinMexico.

「プ エ ル ト ・リ コ 」二 於 ル 結 核 症

T.RodrignezPastor(theHealthDepartmentof

PuertoRico,SanJuan.PuertoRico)Tuberculosis

inPuertoRico.

亜 米 利 加 合 衆 國 二 於 ケ ル 黒 人 間 ノ結 核 症

P.P.McCain(NorthCarolinaSanatorium,forthe

TreatmentofTuberculosis.Sanatorium,North

Carolina)TuberculosisamongNegroesinthe

UnitedStates.

和 蘭 領 「ギ ィア ナ 」二 於 ケ ル 「ブ ッシ ュ」系 黒 人 ノ結 核 症

MortonC.Kahn。(DepartmentofPublicHealth

、andPreventiveMedicine.CornellUniversityMedical

Conege.NewYorkCity)Tuber`・ulosi・sandtheBush

NegroesofDutchGuiana.

人 種 卜結 核 症 ト ノ 關 係 二 就 テ ノ簡 輩 ナ ル 鰯

MaxPinner(OneontaTuberculosisHospital,Oneo-

nta,NewYork)BriefCommρntonRaceandTub.

erculosis.

米 國 南 東 部 二 於 ケ ル 結 核 死 亡 率 ノ 地 方 的 高 下 二 就 テ

C・C・Dauer(DepartmentofPreventiveMedicine,

TulaneUniversityofLouisiana,NewOr]eans,Lou-

isiana)andL.LLumsden(UnitedStatesPublic

HealthService)TheDistributionsofTuberculosis

MortalitvinSoutheastlrnUnitedStates.げ

黒 人 肺 結 核 ノ外 科 的 虚 置 ノ成 績

LincolnFisher(MansfieldOhio)Resultsofthe

SurgicalTreatmentofPulmonaryTuberculosisin

theNegro.

雨 側 人 工 氣 胸 術 治 療 中 ノ妊 娠 及 ビ分 娩

AndrewPetersand1owreyF.Davenport(The

MiddlesexcountySanatorium,Waltham.Massach・

usetts)PregnancyandParturitionduringtheCourse

ofBilateralArtificialPneumothorax.

胸 廓 整 形 術 ヲ行 フ 可 キ肺 結 核 患 者 ノ選 揮 二 關 ス ル

血 液 楡 索

GulliLindhMuller(RutlandStateSanatorium.

Rutland,Massachusetts)BloodStudiesintheSele-

ctionofCasesofPulmonaryTuberculosisforTho・

racoplasty.

著 者 ノ隔 スル療 養 所 デ 始 メ テ 胸 廓 整 形 術 ヲ 行 ツ タ ノ

・・1927年 デ、 原 則1・ シテ慢 性 且 不 活 動 性 ノ患 者 二該

術 ヲ施 シタ。然 ル ニ結 果 ノ不 良 デ ア ツタ モ ノ が ア ツタ

が、 之 ・・術 前 屡 く活 動 性 ノ症 候 ヲ 示 シタ モ ノデ ア ツ

タ。 同楼 ナ経 験 ・・諸 所 二起 リ、現 在 デ ノ・該 術 ヲ施 ス ベ

キ患 者 ・・相 當 抵 抗 力 が ア リ 且 活 動 ノ 停 止 シテ ヰル モ

ノニ限 ラ レル ニ至 ソタ。患 者 ノ抵 抗 及 ビ結 核 活 動 程度

ヲ示 ス 指 針 ト シテ ノ・、連 績 的X線 撮 影 、 留 温 、脈 撞 、髄

重 曲 線 が アル 。 併 シ成 功 ヲ取 メル 爲 ニ ノ・、患 者 ノ選 揮

ダケ デ ハ不 充 分 デ、患 者 ノ抵 抗 ガ最 上 デ アル ヤ ウナ時

期 ヲ選 揮 ス ル 事 が必 要 デ アル。是 等 ヲ考 慮 シ テ該 術 ヲ

施 ス モ、爾 不 良 ナ結 果 ヲ示 ス 例 ガ 可成 リ多 イ。 技 術 上

ノ改 良 デ成 績 ノ向 上 ヌ ル 事 ノ・勿論 デ アル ガ、結 核 ノ活

動 程度 ヲ列 然 ト知 ル 事 ガ 出來 レバ犠 牲 ヲ 生 ゼ ズ ニ濟

ノ・ノデ ノ・ナ イ カ。斯 ル 鮎 二關 シテ 著 者 ・・血 液 検 索 ヲ行
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ヒ、之 二依 ソ テ活 動 程 度 ヲ知 り、 出來 ル ナ ラ バ抵 抗 ト

イ・・ル ・モ ノ ヲ確 然 ト知 ラ ウ ト シテ 本 研 究 ヲ行 ツ タ。

著 者 ・・術前 及 ビ術 後6ク 月 目 二患 者 ノ静 脈 血 ヲ取 リ、

之 二就 テ 白血球 総、数 、アル ネ 。 ト ノ血 液 像 ヲ改 修 シタ

白血 球 分 類 、 赤 血球 沈 降速 度 ヲ検 査 シ、患 者 ノ分 類 ヲ

簡 便 ニス ル爲 、血 液 像 デ ノ・メ ドラ ー ノ白血球 指 敷 ヲ用

ヒ タ。 爾或 患 者 デハ 術 前 二連 績 的 ナ 血 液 検 査 ヲ行 ソ

タ。 成績 ・・次 ノ如 ク デ アル 。

(12白 血 球 指 数 ノ 低 イモ ノ及 ビ 尋 常 デ アル カ叉 ノ・

實 際 上 尋 常 ト見 ラ レル 赤 血 球 沈 降 速度 ヲ 術前 二 示 シ

テ ヰ ル 者 ハ 該術 ヲ行 フニ適 當 ス ル ヤ ウデ アル 。

(2♪ 白血球 指 数及 ビ 赤 血 球 沈 降 速 度 デ 列 然 ト活 動

性 デ アル事 ヲ示 ス 患 者 デ モ、術 前 連 績 的 二血 液 検 査 ヲ

行 ツタ結 果 次 第 二 良 好 ナ鍛 位 ヲ 示 シテ 來 ル モ ノ・・該

術 二適 當 デ アル 。

・(3ン 該 術 ヲ行 フ少 シ ク 前 二 赤 血 球 就 降 速 度 が 次 第

二壇 加 シ來 リ、 白血 球 指 数 ノ値 ガ培 シ テ來 、中性 多 核

白血 球 ノ左 傾/度 が大 キ ク ナ ッテ 來 ル 者 ・・該 術 二依

リ有 利+結 果 が期 待 サ レナ イ。而 モ或 者 ハ決 定 的 二増

悪 ス ル。

(4)唯 一 ツ ノ要 素 讐 ヘ バ'白血 球 指 数 ヲ 以 テス ル ヨ

リ ハ色 々ナ 要 素 ヲ 組 合 セ テ 考 慮 ス ル 方 ガ信 頼 シ得 ル

結 論 ヲ得 ノレ。

(5)該 術 ヲ行 フ 適 富 ナ 時 期 ヲ選 ビ 出 ヌ爲 二現在 標

準 トシ テ 用 ヒ ラ レテ ヰル 臨 林 的 及 ビ 研 究 室 的手 段 二

血 液 検 禿 ・・大 ナ ル利 盆 ヲ加 フル モ ノデ アル 。

(宇 多 野 伊 藤 抄)

肋 膜癒 著 ヲ唯1本 ノ管 ヲ逼 ジテ 切 離 セ シ メル 胸 廓

切 開 刀 及 ビ ソ ノ附 屡 器 具

J.W.Cutler(HenryPhippsInstitute,Universiyof

Pennsylvania,Philadelphia,Pensylvania)TheThor-

acotomeandAccessoryInstrumentsfortheSever・

anceofIntrapleuralAdhesionsThroughaSingle

Canula.

自獲 性 血 氣 胸

A.T.Milhorat(theNewYorkHospitalandthe

DepartmentofMedicirie,CornellUniversityMedica1・

College,NewYorkCity)SpontaneousHaemopneu-

mathorax.

結 核 性 喉 頭 炎

B.T.McMahon(LoomisSanatorium .Loomis,New

York)TuberculousLaryngitis.
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肺 結 核 卜關 聯 セ ル神 脛 性 疾 患

KarlSchaMe(TheWm.LeRoyDunnMemorial

Chinic,Asheville,INIortkCarolina)NervousDisord-

ersassociatedwithPulmonaryTuberculosis.

肺 結 核 治 療 上 ノ経 過 表 二於 ケ ル参 考 トシ テ 用 フル

綜 合 的 血 液 像 圖

HenryC.Sweany,IngridStromandWilmaCann・

emeyer(TheReserchLaboratoriesoftheCityof

ChicagoMuniciapalTuberculosisSanitarium,Chic.

ago,Ilhnois)AC(,mpo寧iteBloodChこ 、rtasanaidin

theControloftheTreatmentofTuberculosis.

進 行 セ ル肺 結 核 患 者 ノ塑 化 第 二 鐵 二 封 ス ル耐 久 力

試 験.

ValyMenkin(theDepartmentofPathology.Harv-

ardUniversityMedicalSchool)ToleranceTestg

withFerricChl(,rideonAdvancedTuberculosis

Patients.

多 籔性 石 荻 化結 核 病 竈

PaulD.CrimmandT.W.Strayer(Wm.RossSan-

atrium,Lafayette,Indiana)MultipleCalcification.

石 茨 化 シタ 結 核 病 竈 ヲ 多 撒 有 スル 者 ヲX線 的 二検 索

ス ル ト、 肺 結 赦 ・・如 何 ナル 型 デ 最 モ多 ク起 ル カ ガ分

ル。ヌ ヰ ー ニ ー ・・之 二關 シ600ノ 解 剖 屍 二就 テ病 理 的

検 索 ヲ行 ツ テ、 結 核 型 ノ分 類 ヲ シタ ガ、夫 ・・籐 リニ技

巧 的 デ、X紘 椀 索 二適 用 シ得 ヌ。著 者 ノ・夫散 簡 輩 二氣

管 枝 経 由 型 、 血 液 移 行 型 、 混 合 型 ノ3型 二 分 類 シ、

3218/X線 像 二就 テ検 索 シタ。

氣 管枝 経 由型 ノ感 染 経 路 ノモ ノデ ・・、石 茨 牝 竃 ノ・雨 肺

性 デ アル ガ非樹 稻 的 デ アル、該 竈 ノ大 サ及 ビ形 ・・種 々

雑 多 デ、数 モ左 程 大 キ ク ナ イ。 血 液 移 行 型 卜思 ・・レル

モ ノ… 石 茨 牝 竈 ノ・雨 肺 性 デ 契柵 的 デ アル
。形 ノ・角 張

ツ タモ ノヨ リ球 形 ノモ ノ ・方 ガ多 イ。屡 く氣 管 枝 淋 巴

腺 ノ孤 立 シタ大 形 ノ石 茨 化 竈 ガ アル。該 竈 ガ甚 ダ多 倣

例 ヘ バ700モ ア ツ タ モ ノが アル 。混 合 再 感 染 型 ノモ ノ

デ ハ石 茨 化 竈 ノ大 サ及 ビ形 ノ・種 々雑 多 デ、屡 く大 塊 ヲ

ナ ス石 茨 牝 竈 ガ アル 。該 竈 ノ・雨肺 性 ノモ 片 肺 性 ノモ ア

リ配 列 ・・非 韮柵 的 デ アル 。

以 上 ノ三 型 ノ分 類 ハ 石 茨 化 竈 ヲ6個 以 上 有 ス ル モ ・

ノ ミニ就 テ行 ツタ モ ノ デ アル ガ
、更 ニ ソ レ以 下 ノ数 ヲ

存 ス ル モ ノ』 就 テー 次 感 染 ト カニ 次 感 染 トカ ノ襯 貼

カ ラ見 テ石 茨 化結 核 病 竃 ・・ドノ 位 ノ頻 度 力、 大 人 ト

子 供 デ ハ ド ウカ ヲ見 タ。 著 者 ノ・次 ノ如 ク結 論 シタ。
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(1)假 定 的 ナ 知 見 デ ハ ア ル が、石 灰化 竈 ヲ多 数 有 ス ル

モ ノニ就 テX線 的 二槍 索 スル ト、一一'i欠二 次 及 ビ再 感 染

二於 テ ・・イカナ ル 病 理 的 機 樽 ノモ ノが 多 イ カが分 ル 。

(2)3218尺 中6個 以 上 ノ石 友 化 竈 ヲ有 シタ モ ノ・・、

1.64%デ 、 此 ノ中氣 管 枝 経 由型0.62%、 血 液 移 行 型

0.5%、 混 合 型 再 感 染 ノモ ノ0.53%デ アPt・P`。

(3)3218人 中1220人 ハ子 供 デ、 此 ノ中50・7%バ ー

次 結 核 ヲ有 シテ ヰ タ事 が石 灰 化 竈 二依 リ示 サ レタ。

(4)3218人 中1998人 ノ・大 人 デ、 石灰 化 竈 ヲ示 シタ モ

ノ ・・22.4%、 コ ノ石 灰 化竈 アル モ ノ・中64・4%・ ・再

感 染 二遭 遇 シテ ナ イモ ノデ ア ノレ。(字 多 野 伊 藤 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosis,Vol.XXXV,Nρ.2,1937・

ロ ノ 結 核 性 疾 患

CbarlesC.Darlington(OralPathologist,Dental

Service,MontefioreHospital,NewYorkandDepa-

rtmentofPathology,NewYorkUniverstyiCollege

ofDentistry。)IrvingSalman(OralSurgeon.Mout・

efioreHospital,andDepartmentofOralSurgery,

NewYoi・kUniversityCollegeofDentistry)Oral

TuberculousLesion.

舌 ノ結 核

RigneyD'annoy,EmmerichvonHaamandJohn

ConneU(TheDepartmentsofPathology,Lous,ina

StateUniversityMedicalCenterandtheState

CharityHospitalofLovisiana,NewOrleans,Loui-

siana)TuberculosisoftheTongue.

舌 ノ結 核 ・・稀 ナ モ ノデ 、1761年 二Murgagniカ ・報 告

シ タ モ ノ が 恐 ラ ク 初 メ テ ト認 メ ラ レ ル 。著 者 等 ハ過 去

6ケ 年 間 二NewOrleans/Louisiana慈 、善 病 院 ノ

解 剖 室 二2例 ヲ 観 察 シ タ 。 同 病 院 デ ノ・過 去29年 間 二

入 院 患 者730、524名 中 結 核 患 者 ・・24.548名 デ ア ツ

タ が、 ソ ノ中 二5例 ノ 舌 結 核 患 者 が ア ソ タ.之 等 ノ 者

ヲ加 ヘ テ1936年1月 迄 二 文 献 二 記 載 サ レ タ 者 ノ・僅 力

)357例 デ ア ル
。 舌 ノ結 核 ハ 身 膣 ノ 他 ノ部 分 ノ結 核 、

殊 二 肺 結 核 症 二 併 腰 ス ル モ ノ デ ア ル 。實 験 的 ニ ハ 舌 ノ

結 核 ノ・容 易 二 惹 起 シ得 ル ガ、初 搬 性 結 核 ・・暦 く起 ル ト

云 フ事 ハ ナ サ サ ウ デ ア ル 。診 斯 ノ・組 織 的 楡 索 二 依 ツ テ

ノ ミ確 實 ニ ス ル 事 ガ 出 來 ル
。治 療 ・・不 漏 足 ナ モ ノ デ ア

リ、 叉 豫 後 ハ面 白 ク ナ イ。(宇 多 野 小 川 抄)

結 核 性 膿 氣 胸 ノ1例 二 於 ケ ル 食 道 肋 膜 痩

A.J.KanterandIrvingMadoff(FromtheTuber.

culosisandLaboratoryDivisions,MontefioreHosp・

ital,NewYorkCity)OesophagopleuralFistulain

aCaseofTuberculousPyopneumothorax.

結 核 性 小 腸 結 腸 炎

N.1.Fox,C.H.War6eldandLO・Leader・(From

theDepartmentsofMedicineしDivisionofTuberc-

ulosis)andRoentgenology,Loyo!aUnjver'sityScho-

olofMedicinandCookCountyHospital,Chicago,

Illinois)TuberculousEnterocolitis.s

結 核 性 小 腸 結 腸 炎 ・・肺 結 核 ノ末 期 デ ・・非 常 二 多 ク、

S.G.GantヤGoldberg,Sweany等 ノ剖 槍 的所 見 二

依 ル ト末 期 ノ肺 結 核 患 者 ノ80%二 腸 潰 瘍 ガ ア ル。 中

等 度 及 ビ輕 症 ノ場 合 ニ ノ、漸 次 少 〃 ナ ル が、 ソ レデ モ 屡

く腸 潰 瘍 が存 在 ス ル。然 シ我 々・・ソ ノ存 在 ヲ想 像 シテ

モ 臨 抹 的 二 診 断 ス ル 事 ノ・容 易 デ ナ イ。 斯 カル 場 合 二

「バ リ ウムJ食 餌 及 ビ 「バ リウ ム」灌 腸 ニ ヨルX線 的探

求 力・最 モ有 望 デ アル 。著 者 等 ・・CookCountyHospital

デ 中 等 度 及 ビ 重 症 肺 結 核 患 者100名 二 於 テ 研 究 シタ

結 果 次 ノ様 ナ成 績 ヲ得 タ。

1.空 洞 ヲ有 ス ル48名 中X線 的 二腸 二陽 性 所 見 ヲ得

タ モ ノハ54%デ ァ ッタ。

2.開 放 性 患 者68名 中陽 性 所 見 ノモ ・ハ47%デ ア ツ

タ0

3.X線 的 二腸 二陽 性 所 見 ノ アル 者 ノ中、空洞 ノ アル

者 ガ68.4%、 喀 疲 中 二結 核 菌 ヲ詮 明 シタ 者'・84.2%

デ ア ツタ ガ、 陰 性 所 見 ノ者 テ'7・夫 々35.5%、58%デ

ア ツ タ。故 二陽 性 所 見 ノ者 ニ ハ 陰 性所 見 ノ者 ヨ リ空洞

ヲ有 スル 者 及 ビ開 放 性 患 者 が著 シ ク多 イ。

4.腸 二潰 瘍 ノアル 者 デ モ 臨 脈 的 所 見 ノ アル 者 ノ・少

ク テ、 著 者 等 ノ 検 査 シタ100例 中下 痢 ヲ 起 シ テ ヰ タ

者 ハ僅 カ ニ4例7"、 ソ ノ中3例 ハX線 的 二陽 性所 見 ヲ

爪 シタの

5.著 番等 ノ縄験 二 依 ル ト陽 性 所 見 ・・灌 腸 ニ ヨル ヨ

リモ経 口的 二 「バ リ ウ ム」ヲ與 ヘル 方 ガ 明 カ ニ多 ク得

フ レル ・(宇 多 野 小 川 抄)

胸 部 二 封 ス ルX線 装置 蛇 ビニ 技 術 二 關 ス ル現 代 研

究 ノ實 際 的 廠 用
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も
F.MauriceMcPhedran,CharlesWeylandS.Reid

Warren,Jr.PracticalApplicationsofContemporary

ResearchonX-RayapparatusandTechiniquefor

theChest.

結 核 患 者 二 於 ケ ル 避 妊

ErnestS.Marette(GlenLakeSantorium,Oak

Terrace,Minnesota,andDepartmentofMedicine,

UniversityofMinnnesota,Minneapolis,Minnesota)

ContraceptionintheTuberculosis

赤 沈 及 感 及 ビ 白 血 球 指 藪 ト封 比 セ ル 結 核 ノ線 欺 膣

非 線 状 膣 藪

DavidPaineandKatherineH.Austin(Fromthe

WorcesterCountaSanatorium,Worcester,Massa・

chusetts)TheFilament-NonfilamentCountinTube.

rculosisComparedwiththeSedimentationRateand

theLeucocyticIndex

結 核 診 断 二 於 ケ ル 自 家 尿 試 験

ErnestB.HanaandSophiaZurett(FromtheLa一

boratoriesoftheBuffaloCityHospitalandMedical

Schoo1,UniversityofBuffalo,Buffalo,NewYork.)

TheAutourineTestintheDiagnosisofTubercul-

osis)

加 熱 セ ザ ル ーツ ベ ル ク リ ン 」ヲ 以 テ セ ル 結 核 海 狽 ノ

不 感 作

ArnoldBranchandG.V.Kropp(TromtheResearch

Laboratories,Parke,Davis&Company,Detroit,

Michigan.)TheDesensitiZationofTuberculousguinea

PigswithUnheatedTuberculin)

成 熟 海 狸 卜海 猿 胎 見 トニ 於 テ 比 較 サ レ タ ル 實 験 的

結 核 感 染

ArthurJ.Vorwald(FromtheSaranacLaboratory

fortheStudyofTuberculosisoftheEdwardL.

TrudeauFoundation,SarnacLake,NewYork.)Ex-

perimentalTuberculousInfectionintheGuinea-Pig

FaetusComparedwiththatintheadult

(宇 多 野 小 川 抄)

AmericanReviewofTuberculosisVol.XXXV.No.3, 1937.

「ツ ベ ル ク リン
」純 蛋 白饒 導 膣(P.P.D.)二 關 ス ル 研

究績 報

EsmondR.LongandFlorenceB.Seibert(The

HenryPhippsInstitute,UniversityofPennsylvania)

FurtherStudiesonPurifiedProteinDerivativeof

Tuberculin(P.P.D)

P・P・D・ ・ヲ診 噺 用 二供 シタ60000例 ヨ リ得 タ 牧 穫 ノ

ー部 デ、 診 噺 的 債 値 ト適 當 使 用 量 、虹 二稀 薄 液 ノ耐久

カ ニ就 テ ノ報 告 デ アル 。 著 者 等 ノ繹 験 ニ ヨル ト、1867

名 ノ検 査 二727名 ガ陽 性 、其 内X線 的 二結 核病 竈 ヲ謹

明 シ得 タ 者488例 デ アル。P.P.D.反 慮 陰 性 ナ ル モ結

核 ノ疑 アル 者 ・・30例 ア ツ タ が、 其 内X線 瞼査 ノ結 果

結 核 ヲ謹 明 セ ル者10例 、 而 モ1例 ノ・X線 像 ガ確 カデ

ナ 久1例 ・・後 二P・P・'D・ 陽 性1・ナ リ、他 ・・後 日検

査 ノ期 ヲ得 ナ カツ タ モ ノデ アル。

此 ノ結果 ヨ リ見 ル モP・P・D.反 慮 デ逸 ス ル結 核 患者

ノ・非 常 二 僅 少 ナ ル事 ヲ知 ル
。 而 モ大 部 分 ノ使 用 量 ハ

0・00002mgmデ アル 。 此 方 面 二 關 ス ル他 ノ研 究 ヘ

プ ラ ソケ ッ ト及 ビ ジー カ2ど二依 ッ テ行 ハ レテ居 ル
。夫

二依 ル ト1747名 ノ内1069名 二P .P.D.反 慮 陽性 、

後 者 ノX線 瞼査 ノ結 果26例 二 陽性 デ ア ツ タ。 非 常 二

悪 化 セル場 合 ヤ慢 性 二進 行 セ ル者 二於 テ 「ツ ベル ク リ

ソ」反 鷹 陰 性 トナ ル事 ア ル ノ・以 前 ヵ ラ 周知 ノ事 實 デ ァ

ル が、P.P.D.デ モ 同様 デ アル 。

以 上 ノニ 實験 二於 テ第1同 ハ0.00002mgm.第2同 ノ・

第1同 陰 性 ナル 者 二 〇・005mgm.ヲ 注射 シFテ居 ル。 大

禮 ノ・第1同 量 丈 デ 充 分 二 大 多 薮 ノ結 核 ヲ 登 見 シ得 ル

ノデ ァル が、第2同 量 二依 ッ テ初 メテ登 見 シ得 タ 例 モ

少 撒 ナ が ラ存在 ス ル。然 シ此 際 ハ非 特 異 性 反 慮 が混 在

シ得 ル カラ、 著 者 ハ「チモ シー」菌 カ ラ ノP .P.D.ヲ

以 テ此 鮎 ヲ明 カ ニ セ ン ト試 ミタ ノデ アル 。共 結 果 結 核

菌P・P.D.第2同 量 陽 性 者 ノ・大 多 数 「チモ シー」菌P.

P・D・ ノ同量 二反 膳 スル 。 郎 チ非 特 異 性 反鷹 ノ存 在 ヲ

詮 明 シ得 タ ノデ アル。共 虜 デ上 述 ノ量 ノ中 間 デ 丁度 適

當 ナ使 用 量 ヲ決 定 ス ル 事 ガ必 要 トナ ッ テ來 タ ガ、此 貼

二就 テ ・・一 國 内 デ モ 所 が攣 レ バ 適 當 量 モ 異 ル ト云 フ

事實 力解 〃.epチ .!ソ サろ デ ・・0.0005mgm.力 廼

當 ダ が・ ,迄量二 三 二玄 市 デ ・・、同一 量 デ 烈 シ イ反 鷹 ヲ

惹 起 ス ル。著 者 等 ノ考 デノ・米 國本 部 デ ノ・0 .OOO2mgm、

西 中部 デ ノ、0・0005mgm.カ ・適 當・ト考 ヘ ラ レル 。

次 ハP・P・D・ ノ耐久 性 二就 テ デ アル カ・、 細 菌 が混 入

ス レ バ作用 ヲ失 フハ蕉 「ソ ベル ク リ ソ」ト同様 デ ア ル
。
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稀 繹 液 ト シテ ・・0.2596「 フェノー ル 」ガ適 當 デ ア ル。氷

室 二入 レテ置 ケ バ3日 ・・保 ツ。

(宇 多 野 内 藤 抄)

奮 「ツ ベ ル ク リン」卜PeP.D.ト ノ比較 實験

RobertE.PlunkettandWilliamSiegal(StateDe-

partmentofHealth,Albany.N.Y.)AComparative

StudyofoldTuberculinandP.P.D.)

近 年 集 團 的 「ッ ベ ル ク リソ」槍 査 が一 般 二 行 ・・レル様

ニ ナツ タ が、蕉 「ッ ベ ル ク リソ」ノ敗 力 ・・必 ズ シ モー 定

ナ ラザ ル憾 が ア ル ノデP.P.D.が 提 供 サ レタ。 以 下

ノ記 哉 ・・3-17歳 二至 ル1747名 ノ兜童(精 紳 薄 弱 見

ノ學 校)二 就 イ テ ノ雨 者 ノ比 較 研 究 デ ア ル。

穆llチ第1回 ・・P.P.D.0,00002mgm.ト0.T.0.004

mgm.第21E]・ ・第1同 ノ強 反 磨i者476名 ヲ除 ク全 部 二

P.P.D.0.0005mgm.ト0.T.0.1mgm.第3同 ハ

第2同 陰 性 者 二就 テP.P.D.0.005mgm.ト0.T.

1.Omgm・ ノ比較 ヲ試 ミ タ。 何 レ ノ實 験 二於 テモP・

P.D.ノ 方 ガ陽 性 率 モ高 ク、個 々 ノ局 所 反 磨 モ 強 イ。

残 ル 問 題ノ・P.P.Dノ 適當 量 ・決 定 テ ア ッテ、 目下

研 究 中 デ ア ル カ'、0,0005mgm.以 下 デ ア ラ ネ パ ナ ラ

ナ イ ト思 フ。(宇 多野 内藤 抄)

成 人 型 活 動 性 肺 結 核 見童 ノ治療

MaxGrossandS.B.English(ニ ユ ー ジヤ シ イ結 核

療 養 所 見 童 部)TheTreatmentoftheChildwith

theadultTypeofActivePulmonaryTuberculosis

療 養 所 ノ役 目 ノ 主 ナ ル モ ノ・・開放 性 患 者 ヲ 周 園 ヨ リ

隔 離 シテ之 ヲ閉 鎮 性 トナ シテ蹄 ラ ス ニ ァル。著 者 ノ療

養 所 デ ・・以 前 ・・力 ・ル 良 好 ナ症 例 ・・io%シ 力無 カツ

タ ガ外 科 的 虚 脱 療 法 ガ行 ノ・vテ カ ラ65-759。 二上 ツ

テ 居 ル 。叉 一般 ニモ肺 結 核 ノ死 亡 卒 ガ低 ク ナ リ ツ ・ア

ル 事 ・・確 ヵダ ガ 若 年 者 ノ結 核 死 亡 卒 ハ 依 然 トシテ 高

イ。共 原 因 トシ テ ハ色 々考 へ 得 ル ガ小 兄 二於 テ ハ 著 明

ナル 病 墜 ガ ア ツ テ モ 自畳 症 状 ノ犯 サ レル 事 ノ少 イ事

ガ圭 因 ヲナ ス ト思 ・・レル。皆 シ之 ヲ早期 二成 人 結 核 同

標 二虚 脱 療 法 ヲ試 ミテノ・ドウ デ ア ラ ウ カ。

初 感 染 結 核 ノ小 見 ハ 療 養 所 二 牧 容 ス ル 必 要 ・・ナ イト

言 フ意 見 二 ・・著 者 モ賛 成 デ アル 。ガ若 シ成 人 型 結 核 ヲ

登 見 シタ ナ ラ バ、 直 二牧 容 シ 衛 生 的 食 餌 的 療 法 ヲ 試

ミ、必 要 二慮 ジ テ虚 脱 療 法 ヲ行 フベ キ タ'ト著 者 ハ主 張

ヌ ル。著 者 ノ維 験 二=レ バ5-一一一・-15歳 ノ開放 性 小 見 結 核

215例 二安 静 療 法/ミ ヲ行 ツタ 場 合 、73%・ ・10年 以

内 二死 亡 シ タ。其 彪 デ著 者 ・・過 去5年 間小 兜 ノ成 人 型

録 【第16巻

結核 ヲ見出シタナラバ喀疾中結核菌/有 無二係 ラズ、

進行性 ト診断セル限 リ此方法ヲ試 ミタ ノデアルが・此

威二其成績 ヲ述ベル。

症 例 一49例 、 総 テsS--1sec、 内28例 ハ 女 見 デ ア

ル 。2例 ・・輕 症 、15例 ・・相 當 進 行 セ ル モ ノ、32例 ・・

重 症 二届 ス ル。 虚 脱療 法 ト シテ ・・人 工 氣 胸 ヲ圭 トシ、

不 可 能/場 合 及 不 充分 ノ場 含 二 横 隔 膜 紳 経 捻 除 ヲ施 ・

行 シタ。

片 側 人 工 氣 胸24例 中死 亡2例 、 雨 側 人 工 氣 胸5例 中

死 亡2例 デア ル。

横 隔 膜 紳 経 捻 除 ヲ 施 行 セ ル 者 ノ中 ↓例 ノ・人 工 氣 胸 不

能 ナ リシ者 デ、 中2例 ・・数 果 ヲ認 メ2例 ・・認 メ ズ、叉

4例 ・・疾 患 が餓 リー 重 症 ナ ル 爲 人1二氣 胸 ヲ 試 ミ得 ナ

カ ツタ 者 テ、 中2例 ・・死 亡 、2例 ・・生 存 ト言 ヒ得 ル/

ミ。横 隔 膜 紳 経 捻 除 ガ特 二選 バ レタK-・ ・1例 ノ ミダ ガ

之 ・・繹 過 良 好 。 全 髄 デ49例 中 死 亡9例 、18・3%デ ア

ル。 績fテ 注 目ス ベ キ!・34例 ノ開 放 性 患 者 ノ内5006

が閉 鎖 トナ リ、4%が 閉 鎮 性1・ ナ リツ ・ア ル事 デ、之
1

ハ菌 ノ傳 播 ト言 フ黙 力 ラ見 テ 甚 ダ重 要 デ アル,叉 万 一

13

冨 吋 直 径 ノ空 洞 ヲ有 ス ル者 ハ39例 ア ツ〃 が・54%

ノ・之 ヲ閉 頒 セ シメ 得 タ。

雨 剛 二病 竈 ア リシ者24例 ノ内、 雨 側 人 工氣 胸 ヲ行 ツ

タ者5例 、 他 ・・圭 患 側 二氣 胸 ヲ試 ミタ ガ、後 者 ハ経 過

良 好 デ ア ツ タ。

以 上 ノ成 績 ヨ リ著 者 ・・小 見 ・成 人 型 結 核 二 封 ス ル 虚

脱 療 法 ヲ推 賞 シ テ屠 ル 。(宇 多野 内藤 抄)

結 核 性 肺 炎 ト糖 尿 病

H.ClaraShepardsonandC.A.voble:Tuberculous

PneumoniaandDiabetesMellitus

結 核 ト悪 性 腫 瘍

RobertM,MooreandHarryC.SchmeisserTube・

rculosisandMalignantTumors

結 核 患 者 接 鯛 者 ノ虚 理 二 關 シ テ ノ家 庭 卜豫 防所 ト

ノ關 係

LewisT.MoormanTheHomeVersusthePreve・

ntoriumintheManagementofTuberculosisCon・

tacts)

結 核 菌 ノ分 離

WilliamH.OatwayandWilliamSteenkenThe

DissociationofTubercleBacilli

人 型 結 核 菌 ノ古 イ均 質 化 セ ル 培 養 ノ分 離

RandleC.RosenbergerTheDissociationofanOld
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HomogenizedCultureoftheHumanTubercleBa-

cillUS

結 核 菌 ノ 或 成 分 ノ細 菌 酵 素 ニ ヨ ル 分 解

FrederickT.WallaceandH.A.BrayTheDestru-

ctionofcertainConstituentsoftheTubercleBacillus

byBacterialEnzymes

皮脂 菌 卜結 核 菌 トノ生 物 學 的 拮 抗 作 用

HewySewallandEugeneC.DeSavitschOnthe

BiologicalAntagonismbetweenSmegmaBacilliand

TnbercleBaci}li

(宇 多 野 内 藤 抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

ム フ ノ穎 粒 二 就 テ

VonDr.EduardGr6h:UberdieMuch.Granula

(ZentralblattftirBakteriologie,Parasitenkundeund

Infektionskrankheiten1937.139BandHeft7

Muchノ 顧 粒 二就 テ ・・多 ク ノ學 者 ヨ リ種 々論 ゼ ラ レ、

Much自 身 モ亦 此 ノ穎 粒 ニ ツキ説 ヲ登 表 セ リ。

著 者 モ次 ノ如 ク實験 シ報 告 セ リ。即 チKallerabscess

206例 、 牛 結 核32例 、家 兎 及 ビ海 狸 ノspontantuber-

culoseニ ツキ形 態 學 的 橡 査 、 培 養 蚊 二 動 物 試 験 、 登

育 状 態 ノ観 察 ヲ ナ セ リ。

結 核 病 竈 二於 ケル 結 核 菌 ノ 大部 分 ・・非 抗酸 性 ニ シ テ

グラ ム及 ビ ム フ染 色 ニテ染 色 ス ル顧 粒 ヲ有 ヌ 。而 シテ

其 ノ毒 力 モ低 下 シ叉 全 ク失 ヘ ル モ ノモ ア リ。菌 ・・生 燈

内 ニ テ或 ル 障碍 ヲ 受 ケ 其 ノ抗 酸 性 ヲ 失 ヒ同時 二毒 力

ノ清 失 ア リー 部 ・・全 〃死 滅 ユ。 膿 ヲ25%聴 酸 ニ テ虎

理 シ培 養 スル ニ全 ワ培 養 シ得 ズ、叉 膿 ヲ以 テ直 接 培 地

二培 養 スル ニ濃 厚 ナ ル モ ノ ハ培 養 シ難 〃、稀 薄 ナル モ

ノ・・比 較 的 培 養 ン易 シ。牛 型 ノ非 抗 酸 性 菌 ノ菌 髄/長

軸 二澹 ヒ穎 粒 ヲ生 ジ 菌 盟 ヲ 充 ス ニ及 ビ テ 菌 燈外 三出

ル。 之 が獲 育 シ桿 菌 トナ ル。人 型 ニ テ ・・雨 端 二願 粒 ヲ

生 ジ途 二菌 ハ横 軸 二二分 シ小 ナ ル桿 菌 トナ ル。結 核 菌

ノ動物 髄 内 ニ ア リテ抗 酸 性 ヲ失 フ}伏態 ヲ観 察 ス ル ニ、

接 種 第1日 ニ テ ハ細 胞 中 ニ ア リ、第2日 二於 テ細 胞 ・・

破 壌 サ レ菌 ノ・細 胞 外 ニ ア リ、第3日 二至 リ非 抗酸 性 菌

生 ジ、第5日 ニ テ淋 巴 腺 ノ腫 脹 ア リ非 抗 酸 性 菌 ノ塘 加

ト共 二軟 化 、化 膿 ス ル ヲ知 ル。

此 ノ實験 二於 テ 著 者 ハ 結 核 菌 ノ 獲 育 ・・、 菌 膣 内 二

Sporen生 ジ之 が生 育 シKeimト ナ リ之 ヨ リ桿 菌 ヲ生

ズル モ ノ ナ リ ト言 フ。(北 研 野 中抄)

酸 及 ビ遊 離 「ア ル カ リ」ノ結 核 菌=yス ル殺 菌 作 用

二就 テ

G.LockemannundK.Heicken:UberdieKeimt6t-

endeWirkungvoneinigenSaurenundvonfreiem

AlkaliaufTuberkelbazillen;'Zehtrablattftir'Bakt.

eriologieoriginaleBand139Heft8)

著 者 ノ、酸 、 「ア ル カ リ」、 硫 青 酸 及 ビ 「ロ ダ ソ ナ ト リ ウ

ム」加 鞭酸 ノ結 核 菌 二封 ス ル 殺 菌 作 用 ヲ観 察 シタ。 人

型 菌浮 游 液 二5n鞭 酸 ヲ作 用 サ ス 時 ・・5分 ニ テ死滅

ス。8n苛 性 曹 達 ・・24時 間 作 用 サ ヌ モ菌 ・・死 滅 シ ナ

イガ、長 時 間 ノ作 用 ニ ヨ リ菌 力 ・・弱 マ リ卵培 地 二培養

ス ル モ16週 後 二僅 二 獲 育 ヌ ル ヲ ミル。 「アル カ リ」性

「ロ ダ ソ」液 ノ・酸 性 「ロ ダ ン」液 ヨ リ殺 菌 力 弱 ク人 型 牛

型 共 二 「アル ヵ リ」性 「ロダ ン」液 二抵 抗 力 ア リ。 牛 型

SIV・ ・0・5n苛 性 「ソー-pt」含 有 「アル ヵ リ」性 「ロ ダ ソ」

液 及 ビ1n「 ロダ ソナ ト リウ ム」1時 間 ニ テ死 滅 ス ル。

人 型B・n・ ・同液 ヲ24時 間 作 用 サ ス モ 爾 生 存 ヌ 。結 核

患 者喀 疾 二酸 性 及 ビ 「アル カ リ」性 「回ダ ソ」液 叉 ノ、「ア

ル カ リ」ヲ作 用 ス ル ニ、酸 性 「ロ ダ ン」液 ニテ ・・菌 ・・死

滅 シナ イ。却 ツテ 「アル カ リ」性 液 及 ビ 「アル カ リ」性

「ロダ ン」液 ニテ 殺 菌 サ ル
、即 「アル カ リ」性 液 ニ テ前 虜

置 シ菌 ヲ遊 離 状 トナ シ テ 後 酸 性 「ロ ダ ソ」液 ヲ使 用 ス

ル ト短 時 間 ニテ 殺菌 スル コ トガ出 來 ル 。實 験 成 績 ヲ示

ス ト、 璽 酸3-4n5分 、2.5n15分 「ロ ダ ン ナ1・ リ ウ

ム」加 魎 酸0.05n5分 、硫 青 酸0.1n5分 硫 酸0.05-

0・1n5分 苛 性曹 達9n4時 間 ニ テ 人 型 菌 ヲ死 滅 セ シ

ムo.

Hailer・ ・無機及 ビ有機化合物 二勤スル人型及ビ牛型

菌ノ抵抗力ヲ検 シ、無機酸 ・・強力二作用ス ト言 フ。硫

酸ノ・1/100n15分 ニテ死滅セシムト。

(北研 野中抄)
「ロダン」盤ノ細菌障碍作用二關スル知見(第 四報)

酸性蛇二「アルカ リ」性「ロダン」盟溶液ヲ以テスル
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結 核 性 喀 疾 ノ滑 毒 二 關 ス ル 研 究 追 補

GeorgLockemannundKarlHeicken:ZurKenntnis

derkeimschtidigendenWirkungvonRhodaniden.

IV.Mitteilung.WeitereVersucheznrDesinfektion

vontul)erku16senAuswurfmitsauerenundalkalis.

chenRhodanidl6sungen.(ZeitschriftfUrHygiene

undInfektionskrankheiten,120Band,1Heft.1Seit,

1937)

酸 性 蛇 二 「ア ル カ リ」性 咽 タ ソ」聴 ノ喀 疾 内結 核 菌 二

封 ス ル 殺 菌 力 ヲ検 ス ル 目 的 ヲ以 テ 、其 等 ヲー 定 ノ量 的

蚊 二時 間 的 關 係 ノ 下 二結 核 性 喀 疾 二 添 加 シ 双 後 海 狸

接 種 蛇 二卵 培 地 上 培 養 ヲ行 ツテ成 績 ヲ剃 定 シ、其 ノ結

果 ヲ次 ノ如 ク要 約 シテ居 ル 。

即 チ、結 核 性 喀 疾 ヲ「アル ヵ リ」性 「ロ ダ ン」魎 溶 液 ヲ以

テ前 施 置 ス ル コ ト・・結 核 菌 ヲ 徹 底 的 二 滅 殺 ス ル 上 カ

ラ謂 ヘ バ有 利 デ ハ アル が、之 ノ前 庭 置 ・ ミ ヲ以 テ シタ

ノ デハ確 實 ナ作 用 ・・期 待 出來 ナfモ ノデ ア>V 。

2例 二於 テ ノ・、?J最度(33%)ノNatronlaugeノ ミ ヲ、

ソ レ ト等 量 叉 ・・其 ノ 牛 量1結 核 性 喀 疾 二 混 ズ ル コ ト

ニ依 テ24時 間 以 内 二結 核 菌 ヲ殺 ス コ1・ ガ出 來 タ ガ、

第3例 二於 テ ハ不 成 功 二終 ツ タ。

∫nダ ソ」鞭 溶 液 ノ ミデ ・・假 令 ソ レが非 常 二強 「アル カ

リ」性 デ ア ツテ モ結 核 性喀 疾 二射 ス ル 作 用 成 績 ・・同 標

不 定 二終 ツタ。

然 ル ニ酸 性"Pゲ'ソ 」聴 溶 液 ・・凡 テ ・場 合喀 疾 内 結 核

菌 ヲ確 實 二滅 殺 シ得 タ。而 シテ結 核 菌 含有 喀 疾 二混 和

ス 可 キ酸 性 「ロダ ソ」蝋 溶 液 ノ濃 度 蛇 二1ア ル カ リ」性

「ロ ダ ソ」聴溶 液 ニ ヨ ル 該喀 疾 ノ前 虎 置 時 間 ノ 如 何 二

磨 ジテ、酸 性 混 和 液 内 二於 テ ・・5-30分 ニ シテ結 核 菌

ヲ滅 殺 シ得 タ ノデ アル。

荷 酸 性 「ロ グ ソ1囎 溶 液 ヲ 作 製 ス ル際 ノ聴 酸 ノ代 リ_

Kaliumb;sulfat及 ビOxals5ureノ 如 キ 固形 化 學 藥 晶

ヲ用 ヒテ モ 差 シ支 へ無 カ ツタ。

(九 大 細 菌 占部 薫 抄)

結 核 菌 ノ護 育 二封 ス ル硫 黄 館 二其 ノ或 種 化 合物 ノ

影 饗 二 關 ス ル 研 究

RandleC.Rosenberger&LouisIMerve5:Studies

oftheInfluenceofSulphurandCertainofits

CompoundsontheGrowthoftheTubercleBacillus.

(JournalofInfectiousDiseases;Vol・61,No.1,P.

69,1937)

Corper氏 ノ磨 潰 馬 鈴 薯 培 地 二 硫 黄 叉 ・・其 ノ化 合 物 ヲ
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一 定 ノ割 合 二添 加 シタ モ ノニ、 腸 「チ つス 」菌 ・黄 金 色

葡 萄 状 球 菌 及 ビ人 型 結 核 菌(強 毒 蛇 二 弱毒 菌 株)・ 牛型

結 核 菌 、 鳥 型結 核 菌 其 他 癩 系 抗 酸 性 菌 、非 病 原 性 抗酸

性 菌 ヲ移 植 培養 シテ、硫 黄 ノ是 等 諸種 細 菌 ノ號 育 二及

ボ ス影 響 ヲ検査 シ タ結 果 次 ノ様 ナ結 論 二到 達 シタ・

部 チ、硫 黄 華 ・・結 核 菌 二i封 シ テ ハ登 育 抑 制 作 用 ヲ示 ス

ザ、 其 他 ノ抗酸 性 菌 蛇 二腸 「チ フス」菌、葡 萄 状 球 菌 等

ノ曇 育 二封 シテ ノ・斯 ル抑 制 作 用 ヲ呈 シ ナ イ。爾 硫 黄 ノ

之 ノ登 育抑 制 作 用 ・・凡 テ ノ結 核 菌 株 二 封 ヅテ 同 一 程

度 デ ・・ナ ク菌株 ガ 異 ル ニ 從 ツテ共 ノ 作 用 程 度 ヲモ 異

ニ ス ル モ ノ7・アル 。Sodiumthiosulphate及 ビhydro・

gensulphideニ ハ(培 地100耗 二封 シ テ5彪 當 量 ノ硫

黄 ヲ含 ム程 度 二添 加 シ タ ノデ ・・)細 菌 ノ獲 育 抑 制 作用

ハ全 然 無 イ。

Calciumthiosulphate・ ・微 量 ノ場 合 ニ ハ大 髄 上 記1・ 同

楼 ノ登 育抑 制 作用 ヲ示 シ、大 量 ノ際 二 ・・凡 テ ノ結 核 菌

・獲 育 ヲ完 全 二阻 止 シ テ 了 フ。 併 シ乍 ラ、腸 「チ フス」

菌 、葡 萄 状 球 菌 ノ如 キ非 抗 酸 性 菌 二樹 シ テ ハ其 ノ獲 育

ヲ阻 止 ス ル コ トノ・ナ イ。

最 後 二著 者 等 ・・、硫 黄 ・・ソ し!ヲ硫 黄 華 ノマ ・デ用 ヒル

場 合 ヨ リモ硫 黄 ヲ 化 合 物 ノ状 態 デ用 ヒ タ 場 合 ノ方 が

細 菌 ノ號育 ヲ ヨ リ強 ク 抑 制 スル 作 用 ヲ 呈 示 ス ル モ ノ

デ ア ル ト信 ズ ル1・述 ベ テ 居 ル 。

(九 大 細 菌 占部 薫 抄)

急 性 粟 粒 結 核 ニ ヨ リ死 二瀕 セ ン トセ ル 患 者 二 帝 王

切 開 ヲ行 ヒシ 例

HermannRuge:(ZentralblattfUrGynakologieNr.

15,1937.)

患 者 ・・妊 娠9ケ 月 ノ28歳 ノ妻 女 デ 幼 時 ヨ リ肚 健 デア

ッタ。 最 近 階 段 ヲ上 ル ノニ稽 く困難 ヲ感 ジ タ。鍛 日前

ヨ リ急 二 呼 吸 障 碍 ア リ 段 々強 クナ ツ テ 途 二 ・・躰 ノ上

二寝 テ ヰ ル事 が出 來 ナ イ程 劇 シ クナ ッタ 。途 二妊 婦 ノ、

極 度 ノ心臓 衰 弱 ト高 度 ノ浮 腫 ノタメ病 院 二運 バ レタ。

心 臓 ・・打 診 デ ハ 左 右 爾 側 二肥 大 シ 肺 ノ・下 部 二小 水 泡

性 有 響 性 蝿 音 ア リ、他 ノ器 官 ニ ハ何 等攣 化+ク 髄 温 ・・

38.位 ニ シテ胎 見 二 ・・翔 犬ナ シ.要 スル ニ患 者 ・・重 篤

ナ ル 心臓 衰 弱 ノ像 ヲ呈 シ テ ヰル 。以 上 ノ所 見 ニ コ リ心

筋 ・傳染 性 中毒 性 障 碍 ガ 考 へ得 ル 第 一 二 「ヂ フテ リ

ー」ニ ヨル重 篤 ナ ル 心 筋 障 碍 ナ リ
、 肺 所 見 ハ肺 禮 血 肺

浮 腫 ノ初 期 ヲ思 ハ セノ%「 レ ン トゲ ソ」デ ハ何 等 重 大 ナ

ル 攣 化 ナ シ・色 々手 當 セ シモ患 者 ハ刻 一 刻 ト死 二瀕 ジ

タ。ソ コ デ途 二2ツ ノ理 由 ニ ヨ リ帝 王切 開 ヲ行 フ決 心



第1號 】 抄

ヲナ ・Yタ。第1・ ・手術 ニ ヨ リ血 行 循 環 ノ重 荷 ヲ輕 ク シ

ー 時 的 ニ シ ロ患 者 ノ容 態 二 光 明 ヲ與 ヘル カモ 知 レヌ

ト ィフ希 望。第2ノ ・総 テ ノ場 合 二於 テ正 シ イ所 ノ母 燈

内 ノ生活 見 ヲ得 ル タメ ナ リ。手 術 後 患 者 ノ容 態 バー 時

的 二精 く良 ク ナ ッ タ が手 術 後2時 間死 亡 ス。剖 検 ニ ヨ

リ意外 ナ リシ事 ・・肺 全 部 二 結 核 結 節 ガ 存在 セ ジ事 ナ

リ。更 二雨 側 上葉 二・・「クル ミ」大 ノ空洞 ア リ他 ノ器 官

ニ モ之 が詮 明 サ レタ。即 チ妊 娠 が潜行 性結 核 二 意外 ナ

悪 影響 ヲ與 ヘ タ ル モ ノナ リ。新 産 見 ノ・普通 ノ早産 見 ノ

様 子 デ 「ッ ベ ル ク リ ソ」反 磨陰 性 臨 抹 的 ニ モ 「レ・ソ トゲ

ゾ」的 ニ モ何 等 結 核 ノ所 見 ナ シ。

最 後 ニ コ ノ例 二就 テ3ッ ノ事 ヲ注 意 シタ イ。第1・ ・粟

粒 結 核 ノ診 噺 ・・モ ジ 既往 症 が ア レ ・く容 易 ナ リ精 密 ナ

肺 ノ「レ」線 罵 眞 が コ ノ目的 ヲ叶 ヘ ル カ否 力・・批 列 シ難

イ。然 シ結 核 ノ既往 症 が ナ イ限 リ正 確 ナ 「レ」線 的 診i斯

ノ・不可 ナ リ ト思 ・・ル。眼 底叉 ・・疾 ノ槍 査 力解 決 ノ鍵 ヲ

與 ヘ ル ト思 フ。コ ノ關係 二 於 テ産 褥 二於 テ往 々粟 粒 結

核 ガ見 逃 サ レ敗 血 症 等 ・・誤 診 サ レル コ トが屡 ζナ リ。

第2二 死 セ ソ トヌ ル 患 者 二 帝 王 切 開 ヲ 行 フ コ1・ハ法

律 的 ニモ正 シ イ特 二結 核 二於 テ然 リ、然 シ或 ル地 方 ノ

法律 二依 ル ト子 供 ガ 生 レナ イ 前 二母 親 ヲ 死 亡 サ セル

コ トヲ禁 ジテ ヰル 所 ガ アル 、 帥 チ殺 人 蕎 ト見 ナ サ レ

ル 。然 シ子 供 ノ立 場 カ ラ云 ヘ バ母 ガ死 ソデ カラ ヨ リ死

ナ ソ ト スル 前 二 手 術 ニ ヨ リ出 シタ 方 ガ ハル カ・」良 イ

故 二近 頃 ノ・段 々奨 メ ラ レテ ヰ ル。第3ハ 吾 々 ノ例 デ モ

明 カナ如 ク急 性 粟 粒結 核 ノ 母親 カ ラ生 レタ 子 供 ガ必

ズ結 核 デ ア ル トィ フコ ト・・大 ナル 誤 リデ ァ ル トィ フ

事 ナ リ。(名 大 産 婦 人 科 伊 藤 一 郎 抄)

結 核 性 附 屡 器 疾 患 ノ手 術 的 治療 二就 イ テ

JosefFrigyesi:UberdieoperativeBehandlungder

tuberku!oesenAdnexerkrankungen .(Mschr.Geb.u.

Gyn.Bd.105.Ht.4,1937.)

婦 人 生 殖 器 ノ結 核性 疾 患 が 殆 ン ド何 虎 ヵ ノ限 局 性 結

核 ノ績 獲 力或 ・・全 身結 核 感 染 ノー 部 現 象 ナル 事 ハ今

日疑 ヒ ノナ イ トコ ロ デア ル。 原獲 性 感染 ハ 稀 デ、實 際

的 見 地 カ ラ ・・内 因的 純 粋 感 染 若 シ 〃 ・・Hayek氏 ノ云
　

フMetastase=が 重 要 性 ヲ有 スル ノデ アル。 其 ノ出獲

鮎 ノ多 ク ハ肺 臓 デ、之 二次 イデ腸 管及 ビ共 ノ他 ノ臓 器

デ アル 。Pankow氏 ニ ヨル ト此 ノ原獲 感 染b關 係 シ テ

性 器結 核 ハ最 モ 多 ク・・10代 、20代 二、最 モ少 〃・・10

歳 マデ ト叉60代 二起 ツ テ來 ル1・イ フ。 最 近 取 扱 ツ タ

著 者 ノ22例 デ見 テ モ20-30歳 が12例 、30-40歳 ガ
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5例 、40-50歳 が5例 テ ア ソ タ。

性 器 ノ個 々二就 テ ノ・卵 管 が80-90%ヲ 占 メ 大 抵 ・・雨

側 性 デ アノ%成 人 二比 シテ小 見 二腔 及 外 陰部 ノ結 核 ノ

多 イ ノハ、子 供 ノ腔 粘 膜 ノ・弱 ク抵 抗 力 ノ少 イタ メ ト遊

戯 ソ ノ他 デ損 傷 ノ機 會/多 イタ メ ト デァ ル。

卵 管 ノ結 核 ハ女 子 性 器結 核 中比 較 ニ ナ ラ ヌマ デ多 ク、

Weibel氏 ニ ヨル ト80--90%、Pankow氏 ・・85.4%、

叉Kafkas氏 ・・100%即 チ毎 常 疾 患 二加 ツ テヰ テ、 ソ

ノ80%ノ ・雨 側 、20%ノ ・片 側 二 褒 テ ヰ ル1・ 云 フ。

Wagner.Kroenig及 ビ ソ ノ他 ノ人 ハ 性 器 結 核 ・・手術

ノ適 磨 ナ シ ト云 フモ 、實 際 性 器結 核 ノ大 多数 ノ・結 核 ト

シ テ ・'ハナ ク、不 明 ナ 原 因 ノ附 閥 器疾 患 ト シテ手 術 サ

レ'テヰ ル。

性 器結 核 ・・急性 及 慢 性 ノニ 型 ヲ トル ザ、 慢 性 型 ガ 多

イ。

徴候 ハ 他 ノ病 因 ニ ヨル 慢 性 附 鳩 疾 患 ト判 然 ト匠 別 ハ

出來 ナ イ。 多少 ノ終 痛 ノ・ア ル モ診 察 二 敏 感度 ノ・少 イ。

臨 林 的 ノ徴 候 ヲ根 擦 トシテ ・・診 噺 ノ・出來 ナ イ カ、叉 僅

少 ナ確 實 サ ヲ以 ツテ シ カ行 ヒ得 ナ イノデ、之 ヲ補 足 ス

ル タ メ ニ組 織 學 的 、 細 菌 學 的 ノ楡 査 ヲ行 フ ノ デ アル。

試 験 的 開腹 術 デ 更 二 確 實 ス ル。Gragert・ ・Leuko・

zytoseヲ 鉄 ク高 度 ノ血 沈 ヲ記裁 シ、 著 者 ノFrigyesi

モ壊 疽 性 筋 腫 患 者 二 殆 ソ ド不 攣 ナ 白血 球 薮 ナル モ 血

沈 ・・高 マ ッ テヰ ル様 デ アル ト云 フ。佛 蘭 西 學 派 ハ結 核

ノ診噺 二補 髄 結 合 反 慮 ヲ利 用 シ、Wilson氏 ・・Z-A・R

ガ陽性 ナ ル モ類 症 鑑 別 二 ・・償 値 ナ シ1・。著 者 ハ4例 二

行 ヒ2例 が 陽性 ナ リキ。

扱 結 核 ノ治療 ノ・簡 軍 テ ハ ナ イ。腔 及 子 宮 膣部 ノモ ノハ

古 ク ・・Jod及Milchsaure等 ノ取 敏剤 テ局部 的 二治

療 サv、Prochownik氏 ノ・Loeffelデ 掻 爬 シテPaquelin

デ痂 皮 ヲ形成 セ シ ム ル事 ヲ云 ツテ ヰル 。Radiumbeha.

ndlungデ モ 同様 二結 果 ・・得 ラ レ、 著 者 ・・2例 二4-7

年 間 ヲ全 治 セ シ メテヰ ル。

診断 ト同様 治療 ノ困 難 ナ ノ・・附 魁 器 ノ獲病 デ アル。問

題 ・・姑 息 的 ニ カ手 術 的 ニ カ叉 照射 法 ニ ヨル カ デ アル 。

手 術的 治 療 二關 シテ ・・、10-1520%・ 死 亡卒 ヲ 云

フ報 告 モ ア ツテ 多 ク ノ人 ハ反i封 シテ ヰ ル
。

手 術 ノ豫 後 ・・性 器 ガ腸 管 ト粘 著 シテ ヰタ リ、剥 離 及 ビ

摘 出 ヲ試 ム ル際 腸 管 ヲ損 傷 シ、爲 メ ニ頻 死 ノ終 過 ヲ ト

ル 腹 膜 炎 ノ併 登 ニ ヨツ テ異 ル。結 核 性 卵 管 ノ除 去 サ レ

ル 例 デ ハ治 癒 敷 果 ・・大 デ死 亡 率 ・・少f。 甚 シ イ出血 ト

帯 下 ノ アル モ ノ 郎 チ子 宮 粘 膜 ノ罹 患 ヲ 疑 ・・シム ル モ
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ノデ ハ附 囑 器 ノ 除 去 ト共 二 予宮 ノ切 噺 ガ合 目的 ノ様

デ アル 。 卵 巣 ノ・健 全 ナ ル 限 リ残 ス ベ キ デ アル 。

照 射 療 法 デ ・、腔 叉 ハ外 陰部 ノ接近 シ易 イ部 デ ノ・「ラヂ

ウ ム」ヲ、 附 驕 器 デ ハX・ 線 が用zラ レル。

X・線 ・・小 細 胞 ノ浸 潤 トDurchblutungヲ 來 シテ病 原 菌

二i封 スル結 締 織 ノ防禦 力 ヲ張 メ ル ト。(Weibel)

Vogt氏 ・・光線 ・・免 疫學 的 二 作 用 スル ト云 ヒ、Seitz

氏 モ亦 結 核 菌 ノLipoidhuelleヲ 液 化 スル コ トニ ヨ リ

結 核 菌 二作 用 スル ト云 フ。

照 射 ニ ヨ ツテ腫 物 ・・縮 小 シ或 ハ消 失 シ苦 痛 モ亦 減 少

一ムル。 多 敬 ノ人 ・・50-60%H.ED.)Weibel氏 ・・20

-30%ヲ
、 爾 最 近 ・・少 量 ノ10-15%ヲ 照 射 シ、Mar-

tius氏 ハIOO・r/Anfangsbesyrahlungノ 後8日 シテ

3同60Yヲ 與 ヘ テ ヰ ル。

扱 治 療 ノ穀果 ・・Heynemann氏 ノ294例 ノ統 計 デ ・・、

59.2%・ ・治 癒 、25。8%ハ 輕 快 、2.4%・ ・不 攣 、8.2%

・・死 亡 シテ ヰ ル。Gauss氏 ・・手 術 デ ノ2倍 大 ノ治 癒 率

ヲ見 ル が、吾 々モ 照 射 法 デ良結 果 ・・得 ル が然 シコ レ・デ

以 ツテ手 術 的 治 療 ガ駆 逐 サ ソル ト・・云 ヒ得 ナ イ。

吾 々 ノ22例 ノ結 果 ヲ 術 後1-9年 ニ ワタ ツテ襯 ル ニ、

治癒8、 輕 快5、 不 攣i4、 死 亡0、 不 明5デ 、開 腹 術 ヲ

ヘ

シタ17例 デ ハ治 癒7、 輕 快 虫 不 攣3、 死 亡0・ 不 明

3デ アル
　

豫 メ合 併 症(手 術 デ ノ死 亡 、 癒 著 、腸 管 ノ損 傷)ノ 明 ラ

カナ ノ・・ナ ル ベ 〃 手術 的 治 療 ・・避 〃 ベ キ トノ 多 ク ノ

學 者 ノ意 見 二・・吾 々モ賛 成 ス ル が、症 例 二順 磨 シタ選

揮 ヲ シ手術 ノ時 期 及 ビ種 類 ヲ考 慮 シテ行 ヘ バ 、熟 練 シ

タ術 者 ・・疑 ヒモ ナ 〃成 功 ス ル コ トが多 イ。

手 術 ・・根 本 的 ヨ リカ 姑 息 的 二 行 フベ キ ダ ト ノ噺 定 ハ

術 後 照 射 ヲ行 つ 力否 カ ニ ヨ リ左 右 サ レ'ル。

最 後 二、 性 器結 核 ノ治療 二 當 リ(照 射 法 デ モ手 術 的 ニ

テ モ)忘 レテ ナ ラ ヌ重 要 ナ コ ト・・、 患 者 ノ 抵 抗 力 ノ墳

進 、 充 分 ナ ル 榮養 、 新 鮮 ナ 空 氣 中 二 居 ラ シムル コ ト、

自然 ノ叉人 工太 陽 光 線 ヲ利 用 ヌ ル コ ト、 砒 素 、鐵 ノ投

與 等 即 チ他 ノ部 ノ 結 核 性 疾 患 二 全 勇療 法 ト シテ 問 題

ニ ナ ル凡 テ ノ要 因 ハ 磨 用 ス ベ キ コ トデ アル。

以 上 総 括 シテ、附 厨 器 結 核 二手 術 的治 療 ・・出 來 ル ダ ケ

避 〃 ベ キ ト・・多 ク ノ專 門 家 トー 致 シ テ主 張 ス ル ガ、症

例 ト手 術 ノ方 法 トヲ 適 當 二選 揮 シテ 適 當 ノ時 期 二行

ハ レタ ル手 術 デ ハ吾 々 ノ場 合 ニ テ示 ス如 ク、可 成 ヨキ

数 果 ヲ得 ル コ トが 出 來 ル。

(名 大 産 婦 人 科 小 石 今 朝 光 抄)

一 般 學 術 雑 誌

肺 結 核 二於 ケ ル 「エ オ ジ ン」嗜好 白血 球 増 加 呂就 テ

(特 呂高 「ア レル ギ ー」性 浸 潤 トノ關 係)

Leitner:(Mtinch.med.Wschr.1937.Nr.34,1937)

「エ ナ ジ ソ」嗜 好 白 血球 増 加 ノ 肺 結 核 二 於 ケ ル 意 義 二

就 テ ハ豫 後 可 良 ナ ル徴 候 トナ ス菰 植 物 紳経 系 ノ超 感

受 性 ヲ示 スモ ノ ト爲 ス者 、高 「ア レ ル ギー」性 ヲ示 ス ト

ナ ス者 等 ア ツテ意 見 … 致 セ ブご。

i著者 ・・580尺 ノ肺 結 核 患 者 ノ 血液 像 ヲ 経 過 ヲ追 ヒ テ

観 察 シ「エ オ ジ ソ」嗜 好 白血 球 壌 加 ヲ示 ス 者64例 ヲ得

タ。就 中 早期 浸 潤 及二 次 的 浸 潤22例 、早 期 空洞14例

ヲIli… 。 叉 … 過 性 高1ア レル ギー」性 浸 潤]4例 ノ・総 ベ

テ「エ 才 ジ ソ」嗜 好細 胞 増 加 ス。然 シ「エ オ ジ ン」嗜 好 細

胞 増加 ノ・重 症 悪 化 ノ例 ニ モ登 見 セ ラ レ、結 局 刺 戟 感 受

性 ノ増強 セル 徴 候 デ ア ル ト イフ結 論 二 達 シタ.

著 者 ハ叉 結 核 性 高 「ア レノレギー」二依 ツテ 個 燈 ノ感 受

性 ヲ高 ノテ肺 寝 潤 、就 中 一過 性 ・「エ オ ジ ソ」嗜 好 白血

球 増 加 ヲ件 フ肺 浸 潤 が起 ル ト考 ヘ ル が之 ト「ア テ レ〃

タ ー ゼ」・」,,)所性 喘 息(LokaleAsthma)、 不 定 型 肺 炎 、

症 候 少 キ肺 炎 等 ト確 實 二 匠別 ヲス ル 事 ・・至 難 デ アル 。

タ ・?著者 ハ1例 ノー 過 性 浸 潤 ヲ 示 シ テ 後肺 他 ノ部 位

が悪 化 シテ9ケ 月後 二 死 亡 セル 例 二於 テ ソ ノ 後何 等

ノ徴候 テ示 サ ザ1)シ 陳 蕉 一 過 性 肺 浸 潤 個 虎 二 乾 酪 性

攣 化 ヲ剖 検 上 獲 見 シ タル ヲ以 テ、カ ・ル ー過 性 寝 潤 中

ニ ハ確 カニ 結 核 性/モ ノガ アル カラ 爾 後 ノ 観 察 ト庇

護 ヲ必 要 ト認 ム トイ フ。 ぐ坂 口 内科 岩 田 抄 〉

肺 結 核 ノ活 動 性 ノ實 際 診 療 二 就 テ

KurtNico1:(Miinch.med.Wschr.1937Nr.39)

肺 結 核 ノ活 動 性 ヲ 個 々 ノ例 二 就 テ 列 定 ス ル 事 ハ困

難 ナ ル 事 が腰 くア ル。肚 會 術 生 上 カ ラハ之 等 ノ・叉 総 ベ

テ治 療 ノ必 要 ナ モ ノデ ア ル。

既 往 症 ヲ正確 二 聴 取 シ妊 娠 、 産 褥 、 刺 戟 療 法 、 合併

症 、 藥 刺 使 刑 等 ニ ヨ ツテ活 動 性 ヲ知 ル 喜 ガ アル 。
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髄 重 表、 禮 温 表 、理 學 的所 見 、 喀 疾 楡 査 、 「レ ン トゲ

ソ」楡 査、 「ツベル 〃 リ ン」反 慮 、 血 清 學 的 診 噺 法 、 赤

血 球 沈降 速 度、白血 球 像 等 ・・何 レモ之 ヲ諸 種 ノ泥意 ノ

下 二行 ヒ、而 モ全 髄 ヲ総 括 ス ル臨 抹 的判 定 が正 確 二行

・・レナケ レパナ ラナ イ。 如 何 ナ ル 力法 ト錐 モ ソ レ1

個 デ正確 且 絶封 的 ノ方法 ・・ナ イ。カ ク シテ騰 師、病 院 、

「〃 リニ ー 〃」ガ聯 合 シテ 活 動 性 ・結 核 患 者 ヲ 獲見 牧

容 シ治 療 ス レバ 肺 結 核 患 者 ノ 病 肱 不 足 ヲ 補 ツテ 合理

的 ナ社 會衛 生 方 法 トナ リ得 ル ノデ アル。

(坂 ロ内科 岩 田抄)

種 痘 卜粟 粒 結 核

Dr.AloisAigner:(Wien.med.Wschr.Nr.16,1937)

種 痘 後 時 トシテ 贋 炎 ヲ 惹 起 ス ル コ トアル ハ 有 名ナ 事

實 デ ア ル ガ長 期 観 察 ノ結 果、種 痘 後 粟粒 結 核 蛇 二結 核

性 膓 膜 炎 モ 亦 惹 起 サル ・場 合 ノアル 事 實 ヲ2例 ノ小

見 デ報 告 シテ ヰル 。ソ ノ2例 ハ剖 検 シテ 診噺 ガ確 定 サ

レテ ヰ ル。 勿論 、小 兜 ・・何 レモ活 動 的 結 核 ヲ有 シナ イ

シ叉 結 核 性 環 境 ニ モ居 ナ イ。

第1例 。6歳 ノ小 兄 、 種 痘 後 、 数 日 ヲ経 テ、 獲 熱 ア

リ。 粟 粒 結 核 ノ症 状 ヲ呈 シ テ死 亡。

第2例 。7歳 ノ小 兄 。 種 痘 後 、 少 時 ノ後、 全 易違 和、

倦 怠感 ヲ訴 へ、 ヤ ガ テ鵬 膜 炎 症 状 ヲ登 シテ死 亡 。

免 疫 ハ線 テ 自然 的 ニモ 人 工 的 ニモ 即 チ、 榮 養 不 良 、磯

餓 、 過 勢 、燈 温 ノ劇 墜 等 二 依 ツテ 消 失 シ 得 ル モ ノデ

アル 。 種 痘 病/生 起 二於 テ モ 、 力 ・ル 事 が考 へ う レ

ル.共 結 果 、 カ ・ル 状 態 デ ハ ア ラ ユル 傳 染 病 二 全 身

ヲ曝 シ叉 ・・潜 在性 ノ病 竈 ヲ炎 上 サ セ、全 身 二 漫延 サ セ

ル ニ至 ル コ トが考 ヘ ラ レル。

贋 炎 ノ獲 生 二封 シテ ノ・種 々 ノ事 が 注 意 サ レテ 調 ベ ラ

レ タ が粟 粒 結 核等 ノ 獲 生ハ 榮 養 不良 ト力 階 級 ノ下 層

デ アル コ ト 等 ヲ種 痘 ノ 前 二d三意 シナ カ ッタ コ トニ原

因 シ テ ヰル。(坂 口 内科 白川 抄?

小 見結 核 ノ氣 胸 療 法

Dr.GottfriedZederbauer:(Wien.med.Wschr.Nr.

321331937)

20年 來、 「レン トゲ ンJ學 ノ進 歩 二 連 レテ ・J・見 蚊 二乳

見 ノ氣胸 が 行 ハvル ヤ ゥニ ナ ツタげ10年 前 ベ ル リ ソ

睨 轍 室ノ籟 難 ハ125例 ノ徽 小s'iuノ約多

於 テ良 果 ヲ得 、 其 後 モ 空 洞 ヲ生 ジナ カ ツタ。1933年

ブ レス ラ ウ小 見 科 敏 室 デ ・・早 期浸 潤 並 二Epituber・

kuloseニ モ氣胸 ヲ行 ソ タ業 績 ガ アル 。

第 一一 氣 胸 療 法 ノ適 慮 二就 テ.

録 87

適 磨確 定 ト同時 二著 手 ス ル ガ良 イ。

第 二 肺 二及 ボス影 響 。

罹 患肺 ・安静 、 雀 血、 空洞 消 失機 轄 。

第三 實 施 上 ノ注 意。

入 院 可能 力否 力、 縮 齊的 關 係 ・・如何 、雨親 ノ無 智 ニ ヨ

リ後 充 盈 ノ途 中、 中止 サ セル コ トナ キ カ ヲ確 カ メ ル。

精 神 的 衝 動 ヲ輕 クス ル 爲 、實 施前 ニ ハ 小 兄 ヲ醤 者 ヤ看

護 婦 二慣 レ,rセ ル 。 實 施 前30分 二 鞭酸 「コ テ イン」

0.02瓦 ・頓 服 ヲ與 ヘ ノレ。 麻 酔 剤 ・・高 々暴 レル 乳 見 二

用 ヒ、 「ア ベ ル チ 剃 麻 酔 が良 イ。 局所 麻 酔 ・・先 ヅ行

ハ ヌ
o

器 具 ・・DavoserApParat叉 ・・SorgoApParatヲ 用

フ ノVo

針 ハSalomon式 ヲ用 ヒ、後 充盈 ・・Deneke式 ヲ用 フ

ル。 括 入 「がス 」・・空 氣 ヲ川 ヒ ル。

第 四 實 施 ノ方 法 蛇 二注 意 。

第 五 偶 獲 事 故 。

稀 ヂ ハ アル が空 氣栓 塞 が起 リ得 ル 。穿刺 ニ ヨ ツテ傷 害

サ レタ肺 二間 質 ノ氣 腫 ガ起 ル事 ガ ァル 。叉 小 見 ノ縦 隔

竃 ノ・比 較 的 影 響 サ レ易 イ カラ 直 チ ニ歴 迫 現 象 ヲ起 ス。

特 登 氣胸 モ極 〃稀 二起 ス 事 が アル 。

第 六 氣 胸 ノ交如 し。

第七 退 院 後,

6-12ケ 刀 ノ入 院 中 ノ氣 胸 後 、 外 來 デ後 充 盈 が 可能1・

ナ レバ通 院 サス.施 行 後 、 小 時 ニ シテ 蹄 宅 サ セ テ良

イ。 通 學 ノ・仲 々許 サ ナ イ。 病 院 デ教 ヘ タRegime即

チ、 食 後 ・横 臥 時 間 、清 純 ナ空 氣 ト開放 シタ 憲 ノ下 デ

眠 ル コ トヲ纈 ケ サ セル 。

第 八 實施 ノ期 間 ト注 意,

「v」線 像 二從 ツテ之 ノ去就 ヲキ メ ル
。曹通 亭均1乃 至

2年 。 空 洞 ヤ寝 潤 ガ 像 ニ ア レバ 止 メ ル ノノ・爾 早 デ ア

ルo

第九 南側氣胸。

小免ハ施術中呼吸困難、 不安感 ヲ惹起 シ易 イカラ、必

ズ入院安静 ヲ行 フ。雨側性氣胸・・間 々特獲性氣胸 ヲ起

スコトが一側性氣胸 ヨリ多イ。

第十 併獲症。

滲出液瀦溜ハ多イ。膿胸 ハ稀デアル。

第十一 實施困難 ノ場合。

癒著が最大原因デアル、横隔膜紳経捻除術、胸廓成形

術ハ小兜デハ好果ナシ、油胸 ハ行ハナ イ。

第十二 結論。
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早期二病攣 ヲ獲見シテ氣胸セル小見・・結果 ガ良 イガ、

末期二行ソタ者・・総ベテ無数 二了ツタ.保 守的療法二

比 シテ強大且持績/長 イ治療数果 ヲ得 タ。氣胸 二纏地

等 ヲ併用スル ト50%以 上無菌 ・良果 ヲ得、氣胸/ミ

デ ・、100。 足 ラ ズデ アル 。 重 態 ノ小 見 二 ・・生 命 ヲ多少

延 長 サ セル ニ過 ギ ヌ。小 見 ノ氣 胸 療 法 ノ結 局 ノ判 断 ハ

20年 後 二侯 ツ ベ キ デ ア ラ ウ。(坂 口内科 白川 抄)
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O一 月中新入會者

小 山 辰 男
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茨城縣那珂郡村松 村松晴嵐荘

幅岡市九州帝國大學馨學部細菌學

教室

東京市淀橋匪百人町L三ノニ入五

千葉市榮町一五一

愛知縣岡崎市羽根町奥山十入

北海道札幌市南九條西十六丁目

上 小 澤 能 敏

小 池 輝 一

江 幡 勤

粟 野 亥 佐 武

野 村 勇 吉

大阪市東匠道修町四丁目二入

高知市乍町下二丁目 縣立高知健

康相談所

瀬州撫順北塁町三丁目二番地入號

漏鐵撫順讐院小兜科

山形市香澄町 山形縣健康相談所

東京市板橋匠中村町三ノ六六〇
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頁 場 所 誤 正
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91

1420

1426

欧丈・木衣第1行

欧丈・上カラ第11行

邦文・第11表

附圖窮眞

antiskorbutiscnen

ziemlicheVerkalkung

後 腹 壁

(説 明 訣)

antiskorbutischen

ziemlichhochgradigeVerkalkung

後 腹 膜

約112.5倍 大
1




